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竹中工務店について

サステナビリティの先を見据えて

成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ） 事業活動

2024年3月
取締役社長

このたびの令和6年能登半島地震により亡くなられた方々へ謹んで

お悔やみを申し上げますとともに、被災されました方々へ心より

お見舞い申し上げます。

世界各地での地政学的な緊張関係の高まりとそれに伴う社会経済状

況の大きな変動、また、環境問題を含む社会課題の広がりなど、我々

を取り巻く状況は複雑さを増しています。

当社はこのような状況こそ企業理念を実現できる好機と捉え、建築

作品を通じてサステナブルな社会の実現に貢献することはもちろん

のこと、その先も見据え、豊かなまちと地球を実現するためのアク

ションを積極的に進めてまいります。
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竹中工務店について 成長戦略 会社情報重要課題（マテリアリティ） 事業活動

世界に共通する喫緊の課題の一つとして、急速な気候変
動を伴う地球環境の変化が挙げられます。それは激甚化
する自然災害の増加や生物多様性に迫る危機、エネル
ギー問題など輻輳したかたちとなって人類に解決を迫っ
ています。
当社はサステナブル社会の実現に向けた取り組みとして
環境コンセプト「人の感性や創造性を高め、自然を活か
し、ライフサイクルCO2ゼロからカーボンニュートラルな

社会の実現を目指す」ことを掲げ、人と自然をつなぐ活動
を進めています。自然災害への備えやインフラの整備な
どのハード面だけではなく、未来社会のありたい姿を描
いて、まちの機能を高めていくことこそが、当社が目指す
姿です。今後もグループの事業領域を、まちのライフサ
イクル全体に重ね合わせ、まちの価値を高めていきます。

まちの機能と価値を高めていく

重点的に進めている取り組み

● 健康・快適で豊かなくらし
● 地球環境をまもる
● ひとびとの多様性の尊重

サステナブル社会の実現

まちの資産を大切につかう

環境の変化に最適なリニューアルを

技術でスマートコミュニティを描く

環境と共生する強い社会基盤を

最良の作品と建築ソリューションを

メンテナンス

エネルギー

リーシング

設計・エンジニアリング

PM/CM

Maintenance & Management Stage

Development & Planning Stage

Construction Stage

施設環境を育て、施設を利用する
全ての人々に最適な空間を提供し、
環境と空間を未来へつないでいきます。

「伝統と革新」を重んじ、「建築Ｎｏ.1」企業として
世界のお客様と地域社会に
最良の作品とソリューションを届けます。

社会環境やお客様のビジネスの変化に応じた
リニューアルを提案し、快適な空間を届けます。

最先端の建設技術とともに、省エネ、高齢化、自然災害等の課題に向き合い、
スマートで安全なビジネス環境、居住環境を描き、実現します。

時代が求める土木技術を通じ、
人々の安全・安心を支える
強い社会基盤をつくり、
地球環境と共生する
「グリーンインフラ」の
構築を目指します。

リサーチ・企画・提案

インベストメント

不動産・
開発

土 木

ファシリティ
マネジメント  

建 築
設計施工

まちのライフサイクルの
企画・計画、建設、維持運営

リニューアル

● 持続可能な建築・まちづくり
当社が目指す「まちづくり総合エンジニアリング企業」の
中核的な役割を担う「まちづくり推進室」を中心に多様な
ステークホルダーとの協業や「まち」の課題への取り組
みを通じて持続性のある社会への変革に貢献していき
ます。
また、国産木材の活用による木造建築・木質建築の推
進、カーボンニュートラルに貢献するZEB（ネット・ゼロ・
エネルギー・ビル）の拡大、周辺環境を取り込み利用者
や地域の方々の感性を刺激して交流を促すウエルネス
建築の推進などにも積極的に取り組んでいます。
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北海道厚真町
厚真にぎわい会議

埼玉県小川町
森林グランドサイクル
石蔵コワーキングロビーNESTo

東京都江東区
イーストベイ構想
東陽・新砂地区運河ルネサンス協議会
アーバンワイナリー

島根県雲南市
ソーシャルチャレンジバレー
健康なコミュニティ

大阪府大阪市
エリアマネジメント

（御堂筋、大阪ビジネスパーク、中之島）

長野県塩尻市
森林グランドサイクル
奈良井宿（重要伝統的建造物郡保存地区）
古民家改修プロジェクト



● 環境との調和
当社は、2023年にサステナブル社会の先を見据えた

「竹中グループ環境戦略2050」を策定しました。これ
までの環境建築を中心とした活動をブラッシュアップし、

「ホールライフカーボン『マイナス』建築」、 「サーキュ
ラーデザインビルド®」、「生物多様性が向上するプロジェ
クト」をそれぞれ標準化することで環境に貢献すること
を、2050年におけるゴールと定めました。
これからも事業を通じて、健康・快適で豊かに暮らせる社
会、脱炭素社会、資源循環社会、自然共生社会の実現に
貢献するため、ステークホルダーとの対話を通じてまち
の課題を共有・解決していきます。
また、 TCFD提言への賛同や SBT認定取得などを通
じて、気候変動が当社グループの事業に及ぼすリスクや
機会を分析・把握するとともに、それらの対応について、
情報開示に努めています。
TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）について
も2023年9月の最終提言としての枠組みが公表され、
竹中グループにおいても、取り組みを開始しています。
情報開示の高まりは、ESRS（欧州サステナビリティ報告
基準）が公表されるなど、地球環境への取り組みに加え、
ESG全般にかかわる範囲へと拡大しています。
環境戦略を着実に推進しながら情報開示への迅速な対応
を図るため、新たにサステナビリティ推進部を設置するな
ど体制の整備も進めながら、積極的に対応していきます。

● 働き方・生産性改革
改正労働基準法による時間外労働上限規制の適用を
2024年4月に控え、同規制を前提とした事業計画の策
定、適正なプロジェクト工期の確保、柔軟な働き方を可能
にする人事制度の制定と展開などの活動を行っています。
一方で、今後とも一層のワークライフバランスの向上
を図り「未来につづく魅力ある建設業」を実現するため、
BIM（Building Information Modeling）の活用はもち
ろんのこと、データ駆動型の業務プロセス（D3B：Data 
Driven Design Build）への転換や事業全体のデジタ
ル変革による抜本的な生産性改革を推進しています。ま
た、減少傾向が続いている建設技能者の確保に向けた
支援を継続するとともに、建設機械の高度化やロボット
技術による労働環境改善にも取り組んでいます。

木のまちづくり
都市での木材利用促進

持続可能な森づくり
エコロジーとエコノミーの両立

木のイノベーション
森林資源の新しい使い方 森の産業創出

ひとと資金の新しい流れ

耐火集成材
「燃エンウッド®」

生物多様性保全活動 

木質バイオマス発電

高層木造建築モデル 
Alta Ligna Tower
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脱炭素
Carbon Neutral

資源循環
Circular Economy

自然共生
Nature Positive  

BIMを活用した作業所での生産性改革の取り組み
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https://www.takenaka.co.jp/enviro/environment/resource-circulation/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/environment/resource-circulation/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/environment/tcfd/
https://www.takenaka.co.jp/news/2024/03/05/
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● 着実な生産プロセス
高品質な建築作品を、設計施工のプロセスを含め安全・
安心を確保しながらお客様に提供するとともに、地域社
会の一員として工事施工を進めていくことが当社の責務
です。
2009年に改訂した「個別工事品質保証体系」に基づき、
お客様・協力会社と一体となった品質のつくり込みをプロ
ジェクトの川上段階から徹底するとともに、竣工時及び竣
工２年後にはお客様を訪ねてフィードバックをいただくこ
とで、業務プロセスの改善につなげています。
また、作業所における公衆災害・労働災害の発生を未然
に防止するための 安全衛生管理や、持続可能なサプラ
イチェーンを実現するための CSR調達などの取り組み
も進めています。

● 人権の尊重
当社は、人権デュー・ディリジェンスの仕組みを構築して
おり、具体的に５つのリスク課題を特定するとともに、課
題ごとに決められた担当部門がこれらにまつわるリスク
を防止・軽減する活動を定期的なレビューによる改善を
重ねながら継続しています。
また、定期的な社内調査や各種教育啓蒙の実施などによ
り、差別やハラスメントなどがない心理的安全性が確保
された職場環境を実現できるよう努めています。

人権デュー・ディリジェンスで特定された
「5つの人権リスク」

作業所の長時間労働

5つの人権リスク

ハラスメント防止

海外調達先工場の労働者

外国人労働者

ユニバーサルデザイン

生産

担当部門

人事

調達

調達

設計

BIM重ね合せ会の様子
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https://www.takenaka.co.jp/enviro/social/safety/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/social/supply-chain/
https://www.takenaka.co.jp/enviro/governance/compliance/#01


「建築を業とするものは建築の職人であって、営利のみ
を追求する商人であってはならない」という「棟梁精神」、

「建築は社会の資産としてその時代の文化を後世に伝
え継ぐものである」という「作品主義」、作品の質・サー
ビスの質・業務のレベルアップを図ることにより経営の
質の向上を目指す「品質経営」、新たな価値を創り出し

変わらぬ基本姿勢
社会とお客様にとって最良のパートナーを目指す中に
あっても、400年を超える当社の歴史の中で守り続けて
きたこれらの基本姿勢はこれからも不変です。
一つひとつの仕事に「匠の心」をしっかりと息づかせ丹精
込めて取り組んでまいります。
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建設

サービス
• ファシリティマネジメント
• 設計・エンジニアリング
• PM/CM
• 不動産・開発

新たな価値を創る
• 建設技術の研鑽
• サービスの領域拡大と質的な向上
• 新たな事業領域への挑戦

竹中工務店
竹中土木
竹中道路
朝日ビルド
東京朝日ビルド
TAKイーヴァック
TAKリビング
朝日興産

アサヒ ファシリティズ
TAKシステムズ
TAKエンジニアリング
TAK- QS
クリエイト・ライフ
TAKキャピタルサービス
アステム
ＴＡＫホスピタリティ京都
現地法人

• 建築　 • 土木
［新築／リニューアル］

社会とお客様にとって
最良のパートナーに

当社では、グループの力でまちのライフサイクルに沿っ
た総合エンジニアリング力を発揮していくために、建設
技術とサービスが融合したソリューションを生み出してい
くことを目指しています。時代とともに様々に変化してい
く社会課題に対して、求められる価値は一様ではありま

せん。グループ全体で、多岐にわたる専門性と技術力、
マネジメント力を発揮できるよう、経営資源の強化・拡充
と人材・技術・ＩＣＴなどへの投資を進め、社会とお客様に
とって最良のパートナーを目指します。

ありたい姿の概念

BIMデータと仕上がり状況を現地で確認BIMと3Dプリンターで製作した模型を活用山口県防府天満宮所蔵［松崎天神縁起絵巻］
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グループの事業領域を「まち」として捉え、サステナブル
社会の実現を目指す「まちづくり総合エンジニアリング
企業」としての取り組みにより、「社会とお客様の最良の
パートナー」になることを目指した成長戦略が2025年
に最終年度を迎えようとしている中、その先を見据えた

「2030年マイルストン」を設定しています。
このマイルストンは、コア事業としての国内建設事業を
中心とした持続的な安定経営を基盤としつつ、増加が予
想されるストックニーズへの対応体制強化、海外建設事
業、開発事業、サービス事業の拡大に取り組む方向性に
基づく事業目標を示しています。現行の成長戦略の最終
ステップにある現在も、ワークライフバランス、人的資
本、技術、デジタルといった2030年以降につながる事業
基盤の強化に取り組んでいます。
また、今後脱炭素、資源循環、自然共生は統合的に推
進することが重要であるという認識から、グループをあ
げてこれらの取り組みを加速させるために、2050年を
ゴールとして「竹中グループ環境戦略2050」を策定した
ことは前述のとおりです。

足元の事業環境は、物価高や建設技能者の減少に伴う
労務費の増加等の影響を受け厳しい状況にありますが、
引き続き建設事業の高度化に取り組むとともに、当社
グループが「まちづくり」にかかわるうえで必要となるソ
リューション力を拡大・深化させ、社会とお客様からの建
設業に対する期待に応えていきます。

2030年・2050年に向けて

STEP3
2020~2022

国内建設 ：

海外建設 ：

開発事業 ：

新規・サービス事業 ：

12,400億円

2,300億円

700億円

820億円

建築11,400（RN3,000）/土木1,000

建築2,200/土木100

5段階評価

従業員満足度調査 ：

平均総労働時間 ：

ガバナンスの強化 ：

作業所閉所 ：

4.0以上

1,900時間

法令違反 0件

4週8閉所 100%

2030

2030年
16,200億円連結売上高マイルストン

14,000人グループ
従業員数

2023年 16,124億円連結売上高

13,507人グループ
従業員数

2030

READY TO JUMP

GROUP POWER

CHALLENGE

BEST PARTNER

STEP1
2014~2016

STEP2
2017~2019

STEP3
2020~2022

STEP4
2023~2025

安定経営を確保し
飛躍に備える

グループ全体の力で
社会に価値を提供する

新たな事業領域に
チャレンジし結果を出す

社会とお客様にとって
最良のパートナーに
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• 国内建設 ：

• 海外建設 ：

• 開発事業 ：

• 新規・サービス事業 ：

12,400億円
2,300億円
700億円
820億円

建築 11,400（RN※3,000）
土木 1,000
建築 2,200
土木 100

2030年
16,200億円連結売上高マイルストン

14,000人グループ
従業員数

2030建設・開発・サービス分野の深化
（建築NO.1+まちづくり総合エンジニアリング）

持続可能な建築・まちづくり

環境との調和

働き方・生産性改革

着実な生産プロセス

人権の尊重

2025

建設・開発・サービス
（持続可能なまちづくり）

人材・技術・デジタル
FM分野

サービス分野 不動産開発
生産系関連会社連携

土木分野

お客様満足

従業員満足

※RN=リニューアル
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